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★４年に１度の若者の祭典「オリンピック」の２０２０年・第３２回（The 

Games of the XXXII Olympiad）の東京招致に成功しました。それととも

にわが国は、高齢化トップランナー（金メダル候補）である日本高齢者の

誇るべき国際主義の表現として、２０年に１度の「高齢化に関する世界会

議」（World Assembly on Aging・１９８２年ウイーン・２００２年マドリード）の２０

２２年・第３回の招致に務めて、ふたつの国際イベントを同時進行することが必要である

といえるでしょう。人材にも成果にも実績があるのですから。 

☆首都・東京は、オリンピック開催の陰で年間５０００人を超える「孤独死」がつづくよ

うな姿を来訪者の目にさらすようなことはあってはならないし、東京が負担なら、幕張メ

ッセと成田国際空港とすぐれた「房総長寿社会憲章」（１９９２年制定・２０２２年は３０

周年）を持つ「千葉県」がいい。国際性をアピールするまたとないチャンスとなります。 

★先行するわが国の高齢社会にかんする活動の「リソースセンター」をつくろうという呼

びかけが、ＲＩＳＴＥＸのセミナー「コミュニティで創る新しい高齢社会のデザイン」で、

秋山弘子領域総括からなされています。ＲＩＳＴＥＸの成果、内閣府の「環境未来都市構

想」、小宮山宏・三菱総研理事長の「プラチナ構想ネットワーク」、柏市での「東京大学高

齢社会総合研究機構」の成果をはじめ、全国の多くの地道な活動の成果を集積し、情報を

提供し、支援し合い、アジアの高齢化途上国の要請にもこたえようというものです。 

☆全社協が主催した「生活支援サービス推進セミナー」（３・２４）での堀田力・さわやか

福祉財団理事長の講演（「新地域支援構想会議の取り組みと新たな地域支援事業への考え

方」）は再録いたします。地域活動の活性化をすすめる官学民構想の具現化は急務です。 

☆各地各界の敬愛する高齢者のみなさんに呼びかけています。 

◎「アベノミクス」の恩恵は高齢者にはとどかない。 

◎このままでは格差がひろがって高齢者への敬意が薄れていく。 

◎２０１４年は「団塊の世代(７００万人）」すべてが高齢者の仲間入りをする。 

４人にひとり・２５％・３２００万人に達した高齢者（６５歳以上）が 

・生活圏で新たな「モノ・居場所・しくみ」をつくりながら存在感を示すこと。 

・エイジング・イン・プレイスで「長寿社会（平和の証）」の達成にむかうこと。 

・国防軍ではなく平和な国際活動を内外に展開することで国を守る姿を示すこと。 

◎上の趣旨にご賛同いただき、お仲間とくに「団塊の世代」の方に転送をお願いします。

迷惑ｍａｉｌに紛れつつも、ｅ―ｍａｉｌの力を信頼して。 

◎「月刊丈風」は２０１２年５月の発刊です。３年目の２０１４年５月号から刊行支

援（公開はつづけます）をお願いします。 

１季・１コイン  半年・野口英世幣  「丈風仁人貴人録」をつくります。 

「吾聞、富貴者送人以財、仁人者送人以言」（『史記「孔子世家」』の老子のことば） 

われ聞く、富貴なる者は人に送るに財を以ってし、仁人なる者は人に送るに言を以ってす。 

 失礼があればお恕しください。 
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